
第３回ワークショップ
～コロナ禍における数理・データサイエンス・AI教育

の取組：オンライン講義や教材活用など～

東京大学における取組
「Pythonプログラミング入門」
「メディアプログラミング入門」
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担当授業
Pythonプログラミング入門 メディアプログラミング入門

回数 全7回（初回はガイダンス）

内容 Pythonプログラミング基礎全般 音、テキスト、画像処理、Webスクレイピング等

担当者数 教員6名＋TA3~5名 教員1名＋TA2名

受講者数 S1期：約300名、SS(夏季集中):約35名、A1:約280名 S2期：約185名

教材 対話的プログラミング環境 Jupyter notebook
実行環境はGoogle Colaboratoryを推奨

授業形式 自宅で教材による予習を前提とした反転授業
• 30分：課題の解説と総評
• 75分：Zoomブレイクアウトルームにて個別対応

（手を挙げた学生を一度に一人ずつ入室させる）

自宅で教材による予習＋スライドで講義
• TAは採点のみ参加
• プログラミングのサポートは学習管理システム

ITC-LMS の掲示板で対応

課題 毎回、予習課題・本課題を課す
• 要求仕様に従い関数を定義させる内容
• Colaboratory上で解答し、そのリンクを提出
→学生は自動採点システムにより自分で評価できる

• 次回の授業にて模範解答や誤答例を提示

毎回、課題を課す
• 教材に載っているコードを組み合わせれば
解ける内容
→採点はスクリプトを作って半自動化

• 次回の授業にて模範解答を提示

授業HP https://sites.google.com/view/ut-python https://sites.google.com/view/ut-python-media/

一般公開 教材（Jupyter notebook形式）

https://utokyo-ipp.github.io/index.html

教材（Jupyter notebook形式）＋講義映像
http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/teaching_material.html

https://sites.google.com/view/ut-python
https://sites.google.com/view/ut-python-media/
https://utokyo-ipp.github.io/index.html
http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/teaching_material.html


受講生の文系・理系の割合（2020年S期）
Pythonプログラミング入門 メディアプログラミング入門

学部生
(3年生以上)

180名 134名

院生

106名 51名
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参考：東大全学部生の
文・理割合



Pythonプログラミング入門の課題例

ここにコードを書く

コードが正しければ、このセルを
実行するとすべてTrueとなる

模範解答例

• 回を進むごとに考えさせる問題へ
• 入出力の一致で自動採点
（競技プログラミングのマナーを踏襲）



外部入力ファイル（音、テキスト、画像データ）は
サーバからダウンロード

最初のセルを実行するよう指示

音やテキスト、画像など
外部ファイルをサーバからダウンロード



メディアプログラミング入門の課題例
模範解答例

• 教材から適切な部分をコピペすれば8割できる
• コロナ禍で「簡単すぎる」「考える課題がやり
たい」というコメントがむしろ増えた

• ぜひ「考える課題」を出したいが、
採点がとてつもなく大変になることが悩み
（今はスクリプトを作って半自動採点）



学生の反応：例年よりも若干いい

•オンラインのデメリットよりも、録画ビデオを提供したことで、
都合のいい時間に受講できるようになったことのメリットが大

•プログラミング環境構築のトラブルはColaboratoryで回避
• 前年度まではノートPC内に環境構築→オンラインでは不可能

• 今年度からはGoogle Colaboratoryを推奨→ほぼトラブルなし
特に「メディアプログラミング入門」

• パッケージのインストール時に多発していたトラブルがなくなった

• 深層学習による画像認識はノートPCのCPUでは実行できない
→ ColaboratoryのGPUを使用することで可能に

•発展課題のクオリティが向上
• いずれも最終回で自由に考えさせる課題を出している（オプション）

• 例年に比べユニークな解答が多発（外出自粛で時間があった？）



脱落曲線
（課題提出率＝課題提出者数/受講者数）

8

2020年S期

• 「Pythonプログラミング入門」
• リモートになったことによる悪化は見られない

最初の必須課題
→1とする 回が進むにつれて

脱落



受講生アンケートの評価の推移(2018S期～)

総合的に高く評価できるか 教員の熱意が感じられたか

• 「Pythonプログラミング入門」
• リモートになったことによる悪化は見られない

大いに
そう思う

そう思う


